
公益社団法人日本義肢装具士協会 

2020 年度 事業計画（案） 

（2020 年 5 月 1 日～2021 年 4 月 30 日） 

事業概要 

本会の事業は、講座事業、災害支援事業、学術大会、研修セミナー、国際支援活動事業、学術誌・白

書の発行など、臨床現場において対象者に質の高い適合技術を提供するため、義肢装具士の資質の向上、

専門知識の向上を図ることにより、対象者の社会参加と社会的理解の促進が直接的目的であり、ひいて

は国民の保健・医療・福祉に寄与することを目的としている。 

Ⅰ．公益目的事業 

1 義肢装具をはじめとした福祉用具を必要とする者の生活の質の向上に資する事業 

1-1 講座事業 

本事業では、国民に対し、義肢装具等の福祉用具を必要とすることが非日常ではないことや、

義肢装具等の福祉用具を使用しながら良質な日常生活を送ることに対する理解を深め、対象者

の日常生活の質の向上を目的として実施する。 

1）市民公開講座（学術大会の開催に関する事業） 

2020 年 7 月 5 日 岡山コンベンションセンター 

2）義肢装具体験イベント（障がい者、義肢装具士の啓もうに関する事業） 

2020 年 5 月 16 日 西東京市立 保谷中学校にて開催予定 

1-2 災害時支援事業 

本事業では、国内外の自然災害等の被災地域において被災生活を送る者への生活支援及び義

肢装具等の福祉用具の供給に関する支援を各行政機関や関連団体と連携して実施する。 

1）大規模災害リハビリテーション支援関連団体協議会（JRAT）の構成団体としての取り組

み（大規模災害被災者支援に関する事業） 

2 義肢装具をはじめとした福祉用具に関する学術・技術の向上、研究開発及びその成果の普及・振

興に資する事業 

2-1 学術大会 

本事業では、義肢装具等の福祉用具に関する学術を普及・発展させ、臨床に役立つ知識と技

術を向上させる目的で、教育講演並びに対象者に関する医療、リハビリテーション及び日常生

活面での支援について臨床経験又は学術経験を有する者の研究成果発表、及び最新機器等の情

報提供を行う。 



1）学術大会（学術大会の開催に関する事業） 

2020 年 7 月 4、5 日 岡山コンベンションセンター 

2-2 研修セミナー 

本事業は、義肢装具士が義肢装具等の福祉用具に関する最新技術又は知識を学び、臨床にお

いて従来から実施している医療技術を応用発展することで、対象者へより良質な医療技術の提

供を実現することを目的としている。 

1）研修セミナー（研修セミナーに関する事業） 

・令和 2年 9月 12 日 担当：研修委員会 東北支部 

「生活を支える義肢装具・今後の義肢装具士の役割と課題 第 3 弾 〜在宅義足ユー

ザー支援の見直し〜」  

・令和 2年 9月 19、20、21 日 担当：研修委員会 南日本支部 

「坐骨収納型ソケット実技セミナーライナー編 ～正確な知識と技術を習得するた

めに～」 

・令和 2年 10 月 3、4日 予定 担当：西日本支部 

「実技講習！プリプレグカーボン装具製作法－プロから学ぶ材料選定から積層・硬

化まで－」 

・令和 2年 10 月予定 担当：研修委員会 北海道支部 

テーマ未定 変形性膝関節症と装具に関する内容 

・令和 2年 11 月 28 日 担当：研修委員会 中部日本支部 

「車いすの基本と姿勢保持」 

・令和 2年予定 担当：研修委員会 東日本支部 

「ダイレクト適合からの展開～Manual compression 採型を用いた下腿義足～」 

・令和 3年 3月予定 担当：研修委員会 

「義肢装具適合に必要な評価学 第 6 弾 ～脳卒中片麻痺者に対する装具介入のため

のクリニカルリーズニング～」 

・令和 2年予定 担当：パラスポーツ支援あり方検討 WG 

義肢装具士（医療専門職を含む）を対象として、パラスポーツ支援に関する知識お

よび技術の向上を図る。 

2-3 新たに資格を取得した者に対する教育セミナー 

本事業は、新たに義肢装具士の資格を取得した者に対し、義肢装具士の業務について理解を

深め、義肢装具士が対象者にとって医療技術を習得した専門家としての支援者になるための育

成カリキュラムを提供する。 

1）生涯学習・基礎プログラムの実施（生涯学習に関する事業） 

・2020 年 5 月以降 各支部で実施 担当：生涯学習委員会 

3 国際協力及び貢献に資する事業 



3-1 国際支援活動事業 

本事業は、福祉用具に関する技術及び使用に関して発展・開発途上にある国又は地域の人々

に対する支援として、海外在住の対象者(国籍問わず)に対し、日本の福祉用具に関する最新医

療技術を提供する義肢装具士の活動に対して助成するもので、義肢装具士の技術及び臨床経験

を活かして、海外の対象者の日常生活の質の向上及び福祉用具の普及・発展を図るための、国

際協力・国際貢献事業である。 

1）国際支援活動助成の実施（国際交流及び国際支援に関する事業） 

3-2 関連団体との連携・支援事業 

本事業では、医療技術関連団体と連携協力し、国内外の福祉用具に関する医療技術の普及・

発展に貢献できるよう活動を行う。公益法人及び公益性のある団体が実施する学術、教育、講

演、国際支援などの活動に対し、学術・技能向上のための提携交流、支援活動、助成等を行う

ことがある。 

1）各地域における（一社）日本義肢協会、（一社）日本義肢装具学会等の義肢装具関連団体

との協力・協働事業の実施 

4 義肢装具をはじめとした福祉用具に関する刊行物の発行及び調査研究事業 

4-1 学術誌「PO アカデミージャーナル」 

福祉用具に関する学術論文集として、学術大会等で発表され、その研究成果について討議さ

れた義肢装具士の優れた研究論文及び義肢装具士の職域に関連する学術情報を特集記事とし

て提供する学術誌を発行する。 

1）PO アカデミージャーナルの発行（学術誌の編集に関する事業） 

・28 巻 1 号（令和 2 年 6 月発行予定） 

特集「障がい者スポーツと補装具」 担当：編集委員会 西日本支部 

・28 巻 2 号（令和 2 年 9 月発行予定） 

特集「膝靭帯損傷に対する観血療法と保存療法」担当：編集委員会 南日本支部 

・28 巻 3 号（令和 2 年 12 月発行予定） 

特集「足関節靭帯損傷に対するリハビリテーションと装具療法」担当：編集委員会 北

海道支部 

・28 巻 4 号（令和 3 年 3 月発行予定） 

特集「義肢装具業界の人手不足と最新技術」担当：編集委員会 東北支部 

4-2 白書の発行 

対象者へのより質の高い福祉の増進を実現するため、福祉用具に関する実態を調査し、義肢

装具士の技術の展望を検証する。医療領域、福祉領域、労災領域等核領域における福祉用具の

需要と供給の実態調査や義肢装具士の実態調査及び展望など、各テーマにそった調査・編集を

行い、白書として刊行する。 



1）白書の企画・編集 

Ⅱ．その他の事業（相互扶助等事業） 

1．WEB サイトでの会員限定の情報提供 

2．各支部（地域）での会員管理や運営方法についての会議 

3．会員表彰 

Ⅲ．理事会・総会等の開催 

１．理事会 

1-1 2020 年 6 月開催： 2019 年度決算及び事業報告の決議、そのほか 

1-2 2020 年 9 月 開催： 各事業の進捗確認 

1-3 2020 年 12 月 開催： 各事業の進捗確認 

1-4 2021 年 3 月 開催： 2021 年度事業計画案及び予算案の決議、2020 年度の総括 

2．総 会 

2-1 定時社員総会 2020 年 7 月 5 日開催予定： 2019 年度決算及び事業報告の承認等 

 

 

以上 


